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オ
リ
パ
ラ
通
じ
内
外
に
木
の
良
さ
ア
ピ
ー
ル

　

三
菱
地
所
（東
京
都
、
吉
田
淳
一
社
長
）
が
東

京
・
晴
海
で
建
設
を
進
め
て
き
た

「Ｃ
Ｌ
Ｔ

　

Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｋ

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
工

（Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ー
ク
ハ
ル

ミ
、
旧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
ー
Ｃ
Ｌ
Ｔ
晴
海
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
）
」
が
１１
月
２９
日
に
竣
工
し
た
。
今
月
５

日
に
関
係
者
等
を
集
め
て
披
露
し
た
。
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ＣＬＴの魅力を内タトに麦封言

同
施
設
は
、
三
菱
地
所

と
し
て
首
都
圏
で
初
め
て

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ
た
計
画
で

隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事

務
所
が
デ
ザ
イ
ン
を
監

修
、
三
菱
地
所
設
計
が
設

計
・監
理
を
行
い
、三
菱
地

所
ホ
ー
ム
が
施
工
し
た
。

　

１

　

４
日
に
開
業
。
２
０
２

０
年
秋
ま
で
１
年
間
、
東

京
・
晴
海
で
運
用
し
、
Ｃ

Ｌ
Ｔ
の
魅
力
を
伝
え
る
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
国
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　

パ
ビ
リ
オ
ン
に
は
岡
山

県
真
庭
市
産
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を

６
８
０
立
方
薪
（銘
建
工

業
、
７
層
２
１
０

、

桧
）
使
用
。
グ
ー
グ
ル
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
取

得
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設

「グ
ロ
ー
ウ
ィ
ズ
グ
ー
グ

ー
」
や
プ
レ
ー
ス
ホ
ル
ダ

に
よ
る
エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ

ン
ト

（教
育
十
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
）
型
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー

ス

「プ
レ
イ
フ
オ
レ
ス
ト

デ
ィ
レ
ク
テ
ッ
ド
バ
イ
プ

レ
ー
ス
ホ
ル
ダ
」
な
ど
を

設
け
て
い
る
。

　

晴
海
で
の
運
用
後
は
部

材
を
リ
ユ
ー
ス
し
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
の
生
産
地
、
真
庭
市
の

国
立
公
園
蒜
山
に
移
築

し
、
観
光
・
芸
術
・
文
化

の
発
信
拠
点
と
し
て
利
用

す
る
計
画
だ
。

　

パ
ビ
リ
オ
ン
棟
は
地
上

１
階
、
高
さ
約
１８
材
、
Ｓ

造
と
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
混
構

造
。
延
べ
床
面
積
６
０
１

・
３８
平
方
薪
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
約

吉田社長、隈氏、太田市長
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建
工
業
）
を
使
用
し
た
。

鉄
骨
の
柱
間
に
斜
め
に

加
工
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
梁
の

よ
う
に
し
て
、
柱
間
を
つ

な
ぐ
。
移
設
を
前
提
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
鉄
骨
柱

接
合
部
と
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル

ユ
ニ
ッ
ト
接
合
部
の
間
は

ボ
ル
ト
接
合
し
、
各
バ
ネ

ル
ユ
ニ
ッ
ト
は
ボ
ル
ト
の

付
け
外
し
で
個
別
に
取
り

外
せ
る
。

屋
内
展
示
棟
は
２
階
建

て
、高
さ
約
９
薪
。Ｃ
Ｌ
Ｔ

造
に
よ
る
木
造
で
、
延
べ

床
面
積
は
９
８
５
・
３８
平

方
猪
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
約
４
４
５

立
方
緋
（杉
、銘
建
工
業
・

山
佐
木
材
）を
使
用
し
た
。

　

吉
田
社
長
は
、

「オ
リ

バ
ラ
の
約
１
年
、
晴
海
で

展
示
し
、
そ
の
後
、
真
庭

市
に
移
築
す
る
。
三
菱
地

所
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
生
か
し
て
ワ
ン

チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
だ
」

と
語
つ
た
。

　

隈
研
吾
氏
は
「１
年
後

に
真
庭
市
に
移
築
す
る
が

真
庭
は
木
の
聖
地
の
よ
う

な
と
こ
ろ
。
移
築
し
て
再

＼

生
す
る
こ
と
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
は
あ
り
得
な
い
」

と
、移
築
し
て
再
利
用
す

る
持
続
性
を
ア
ピ
ー
ル
。

太
田
昇
真
庭
市
長
は

「移
築
後
は
、
真
庭
で
大

阪
万
博
の
太
陽
の
塔
の
よ

う
に
永
遠
に
輝
い
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。


